
ひょうご産業活性化センター通信明日へ飛躍する企業をサポート

　ひょうご産業活性化センターは、企業の持つ技術力・
将来性について評価書を発行し、円滑な資金供給や企
業価値のアピールを支援する「ひょうご中小企業技術・
経営力評価制度」を設けています。鉄道車両用モーター
などを製造するアイケー電機株式会社は、評価プロセス
で得た気付きを基に人材教育にさらに力を入れていこう
としています。
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今月の支援メニュー
ひょうご中小企業技術・
経営力評価制度

中小企業の技術力・ノウハウ
や成長性、経営力等を評価し
た評価書を発行し、担保に頼
らない融資や経営改善を支
援する制度
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鉄道車両用電機品を手掛け
国内外の鉄道インフラを支える
社員と連携を強化し
信頼のさらなる獲得を

財務健全性を高めメンテナンス事業を創出
　創業後間もなく、鉄道車両用電機
品を製造する三菱電機株式会社伊
丹製作所から依頼を受け直流モータ
ーの製造を始めたのを皮切りに、現在
は鉄道車両用モーターや電気的なノイ
ズを防ぐためのフィルターリアクトルなど
を主に製造しています。これら「電機事
業部」に加え、鉄道車両用制御基板
を構成するプリント基板製造、電子機
器組み立てなどを行う「電子事業部」、
工場における各種機械器具設置工事
などを手掛ける「エンジニアリング事業
部」の3事業を展開しています。
　代表取締役社長の渡邉修司さん
は3代目。資金繰りに奔走していた2代
目の苦労を見て、大学卒業後は金融、
財務の経験を積むべく金融機関で5
年間勤めた後、アイケー電機に入社し
ました。負の遺産を整理し、財務の健

全性を高める一方、事業バランスをよ
り安定させるため、新たに鉄道車両用
モーターのメンテナンス事業に進出。
主に地方の電鉄会社から受注を増や
し、現在の取引会社は約10社にまで
増えています。「当社の使命は市民の
大切な足となっている交通インフラを
支えること。特に地方では交通インフラ
の存続が地域の持続性にも関わるだ
けに、その支えになりたい」と思いを語
ります。
　一方で最重要顧客である三菱電
機に対しては、電機品の小型化、高効
率化といったニーズにしっかりと応え、
信頼関係を強化してきました。近年で
は海外の鉄道車両向けの製品も納品
しており、ニューヨーク市営地下鉄の
車両に同社製造のリアクトルが使われ
ています。また、「良いものづくりは人材
から」との考えから、渡邉社長自ら、中

間管理職4、5人ず
つで構成される5班
のメンバーとミーティ
ングの場を毎月設
け、職場の人間関
係向上のための情
報交換を行ってきた
ほか、スランプに直
面しケアが必要な

社員については定期的に面談するな
ど、社員とのコミュニケーションに時間
と労力を割いてきました。そうした取り
組みもあってか、ここ3年ほどで社員の
子息が相次いで入社したとのこと。
「社員が子どもを入れたい、子どもさん
も入りたいと思ってもらえることはうれし
い」と話します。　

社員が未来を考える機会を提供
　取り引き金融機関の尼崎信用金
庫から「ひょうご中小企業技術・経営
力評価制度」の案内を受けたのは2
年ほど前のこと。「客観的に評価しても
らうだけでなく、評価を通じて経営に
ついて新たな気付きが得られれば」と
の思いで活用することにしました。
　真空タンクを使ってワニスという材
料をリアクトルに塗布、乾燥させくまな
く絶縁性を行き渡らせる工程など技
術面への評価もさることながら、社員
一人一人と向き合う姿勢について高
い評価が得られたことに「自分がやっ
てきたことは間違っていなかったと自
信を深めることができました」と渡邉
社長。一方で、社員とのミーティングの
場がコミュニケーション向上一辺倒に
なっていることに気付かされました。そ
こで、入社2年目の節目や、子どもが生社内研修の様子
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まれ人生設計を考えるタイミングなど
を捉え、今後のキャリアや進みたい方
向性を話し合う場を設けるべく、準備
を進めているそうです。

　安全性、経済性、環境面などから
鉄道インフラの評価が高まっており、
世界的に鉄道車両の需要はますます
増えることが予想されています。「一般

市民の大切な足になる鉄道車両事
業に携わっている自負をさらに高め、
信頼されるものづくりを続けていきた
い」と話しています。

所在地　伊丹市東有岡3-204
代表取締役社長　渡邉修司
事業内容　電気機械器具の製造

TEL 072-782-1861
URL http://www.ikdenki.co.jp/会社概要

アイケー電機株式会社

ひょうご中小企業技術・
経営力評価制度

今月の支援メニュー

あなたの会社の経営力・成長性を評価します
支援メニュー講座 ひょうご中小企業技術・経営力評価制度

問い合わせは ひょうご産業活性化センター成長支援課 078-977-9077

①専門家による客観的な評価により、自社の「強み、弱み」が分かります。
②新たな視点で事業改善のヒントが得られます。
③企業価値のPRや資金調達に活用できます。
④明らかになった課題に対し、ひょうご産業活性化センターほか各支援機関が支援策を提案します。

制度概要

メリット

　中小企業の技術力・ノウハウや成長性、経営力等を評価し、担保に頼らない融資や経営改善を支援しま
す。製造業だけでなく保証協会の保証対象業種等であればどのような業種でも評価します。
○評価手数料（企業負担額）
　標準評価型： 6万7,000円　オーダーメイド型：13万4,000円
＜ひょうご中小企業技術・経営力評価制度は「イノベーションネットアワード2012」の「地域産業支援プログラ
ム優秀賞」や日本弁理士会の「知的財産活用賞」（平成26年度）を受賞した兵庫県オリジナルの制度です＞
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C A L E N D A R
　兵庫県よろず支援拠点は、国が全国都道府県に
設置した、何度でも無料で利用できる経営相談窓口
です。県内の各エリアで、毎月サテライト相談所も開
催しています（事前申し込み制）。解決が困難な経営
課題を支援チームでサポートします。
【開催場所と8月～9月の日程】

※�10月以降の日程等詳細についてはHP（https://
web.hyogo-iic.ne.jp/keiei/yorozu）をご覧ください

【申し込み・問い合わせ先】兵庫県よろず支援拠点
（（公財）ひょうご産業活性化センター内）
　 078-977-9085　 078-977-9120

　日本を代表するエバンジェリストとして活躍される
富士通の中山五輪男氏をお迎えし、第4次産業革命
が生み出す未来社会はどのような社会か、進化する
社会で新たなニーズに応えることで生まれるビジネス
チャンスについて講演いただきます。さらに、中小企
業のAI、ロボット、IoTの導入・活用に際して、求めら
れるトップの経営判断や課題等について、アドバイス
をいただきます。
【日時】8月29日（木）13：00～15：00
【場所】ホテルオークラ神戸　34階メイフェア
　　　（神戸市中央区波止場町2-1）
【テーマ】
　�AI・ロボット・IoTが創り出す新たなビジネス環境の経営
戦略～AI・ロボット・IoT導入で事業活動の効率化を～

【講師】中山五輪男氏　富士通㈱ 理事 首席エバンジェリスト
【参加費】無料
【申し込み締め切り】8月16日（金）
※�申し込み方法等詳細についてはHPをご覧ください

【問い合わせ先】
　創業推進部　異業種連携相談室
　 078-977-9073

「兵庫県よろず支援拠点 サテライト相談所」
のご案内

夏のビッグイベント2019「中小企業経営・
次世代産業高度化支援セミナー」のご案内

中播磨県民センター 8月14日（水）

但馬技術大学校 8月16日（金）

尼崎中小企業センターアイル 8月20日（火）、9月3日（火）

加西商工会議所 8月21日（水）

西宮商工会議所 8月22日（木）

朝来市役所 8月23日（金）

淡路県民局 9月5日（木）

宍粟防災センター 9月6日（金）

iic　夏のビッグイベント2019 検索
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「中小企業支援ネットひょうご」には、技術・金融・雇
用など、専門能力の高い団体が勢ぞろい。技術やノ
ウハウを総動員して、経営課題を解決！

　兵庫県では、2012年度から県内に集積したものづ
くり企業の優れた技術や製品・部材に対し、「ひょうご
No.1ものづくり大賞」を贈呈し、県内外に発信。企業の
研究開発意欲の促進を図るとともに一般への知名度
を向上させ新たな市場開拓につなげるなど、県内もの
づくり企業の活性化を図っています。

▶募集締め切り：9月30日（月）（必着）

▶審査部門：

　◦技術部門…企業が有する技術そのものを審査します

　◦製品・部材部門…企業が製造した製品・部材を審査します

　※ソフトウェア業は当部門とします

▶賞の区分：

　◦ひょうごNo.1ものづくり大賞（1点）

　◦ひょうごNo.1ものづくり大賞部門賞（各部門1点）

　◦ひょうごNo.1ものづくり大賞選考委員会特別賞（必要に応じて数点）

▶スケジュール（予定）：

　1次審査（書類選考）	 11月中旬

　2次審査（プレゼン選考）	 12月中旬

　選考結果通知　	 令和2年1月下旬

　表彰式（神戸市内）　	 令和2年3月ごろ

※�応募資格等、詳細についてはHP（https://web.pref.hyogo.lg.jp/

sr09/no1award-boshu.html）をご覧ください

▶問い合わせ先：兵庫県 工業振興課 ものづくり支援班

　 078-362-4159　 078-362-3801 

　今年10月、消費税が10%へ引き上げられ、同時に軽
減税率制度も導入されます。全ての事業者は複数の税
率を同時に扱うことが必要になり、新しい請求書方式の
導入、キャッシュレス化などへの対応で、経理業務の増
加が予想されます。本セミナーでは、消費税増税と軽減
税率の導入に向けて、必要な対応とその準備に使える
補助金について分かりやすく説明します。

▶日時：9月6日（金）14：00～16：00（開場13：30）

▶場所：明石商工会議所　会議室（明石市大明石町1-2-1）

▶定員：50人（先着順）

▶受講料：無料

※�詳細については、HP（http://www.akashi-cci.or.jp/event/info5.

html）をご覧ください

▶問い合わせ先：明石商工会議所 中小企業相談所

　 078-911-1331　 078-911-6738

情報カレンダー Information Calendar

挑戦する
企業の
応援団

「『急いで備えたい 軽減税率のポイントと対策！』
セミナー」のご案内

「ひょうごNo.1ものづくり大賞」募集のご案内

　この解説は、(株)ＴＫＣ、および兵庫県内ＴＫＣ会員事務所の資料提供協力により作成されたものです。業種別
企業業績動向速報は、ひょうご産業活性化センターホームページ（http://web.hyogo-iic.ne.jp/）をご覧ください。

　2019年6月の県下中小企業の業績動
向は次の通り。調査対象企業3,451社のう
ち、黒字企業は52.1％の1,801社。全産業
の純売上高は、対前年同月比101.1％と増
加した。これを業種別に見ると、建設業が
103.1%、製造業が101.8％、情報通信業が
107.1％、運輸・郵便業が103.7%、卸売業
が101.9％、宿泊業・飲食業が102.3%、不
動産業が100.2%と前年を上回り、一方、小
売業が98.5％、サービス業が89.7％と前年
を下回っている。
　また、全産業の売上総利益率は26.5％で
対前年同月比98.5％、売上高経常利益率は
3.8%で対前年同月比90.4％である。売上高
は増加したが、売上総利益率、売上高経常
利益率ともに、前年よりも悪化している。

【情報通信業】調査対象企業43社中、黒字
企業は24社で黒字企業比率は55.8％。純

売上高は対前年同月比で107.1％と増加し
ている。売上高総利益率は51.3％で対前年
同月比97.7％と悪化、売上高経常利益率は
6.1％で対前年同月比290.4％と向上。経常
利益額も対前年同月比305.7％と大きく増加
している。

【運輸・郵便業】調査対象企業146社中、黒
字企業は81社で黒字企業比率は55.4％。純
売上高は対前年同月比103.7％でやや増加
している。売上高総利益率は26.9％で対前
年同月比100.0％。売上高経常利益率は2.4
％で対前年同月比96.0％と悪化。経常利益
額も対前年同月比98.4％と減少している。

【卸売業】調査対象企業490社中、黒字企
業は272社で黒字企業比率は55.5％。純売
上高は、対前年同月比101.9％でやや増加
しているが、売上高総利益率は17.3％で対
前年同月比99.4％、売上高経常利益率は

2.2％で対前年同月比95.6％と悪化。経常
利益額も対前年同月比97.8％とやや減少し
ている。

【小売業】調査対象企業456社中、黒字企
業は196社で黒字企業比率は42.9％。純売
上高は対前年同月比で98.5％とやや減少。
売上高総利益率は30.0％で対前年同月比
100.3％、売上高経常利益率は1.6％で対前
年同月比106.6％と少し向上。経常利益額は
対前年同月比108.0％とやや増加している。

【宿泊・飲食業】調査対象企業147社中、黒
字企業は59社で黒字企業比率は40.1％。
純売上高は対前年同月比で102.3％とやや
増加。売上高総利益率は64.3％で対前年
同月比98.0％と悪化。売上高経常利益率は
1.5％で対前年同月比107.1％と少し向上。
経常利益額は対前年同月比109.0％とやや
増加している。

県内業種別企業業績動向速報解説
ＴＫＣ近畿兵庫会

神戸中央支部・税理士
宮﨑 敦史



JUMP 7

兵庫県信用保証協会かわら版 News from CGCH

http://www.hosyokyokai-hyogo.or.jp

 技術・経営力発展保証「スター」のご案内

●技術・経営力発展保証「スター」の概要

対象となる方

次のいずれかに該当する方
①（公財）ひょうご産業活性化センターが実施する「ひょうご中小企業技術・経営力評価制度」による
評価を受け、その総合評価（全体評価）が2（フラット）以上であること
②�兵庫県が実施する「ひょうごオンリーワン企業等認定・支援事業」において、「オンリーワンを目指す
企業」に認定されていること
③（公財）兵庫県勤労福祉協会ひょうご仕事と生活センターより、「ひょうご仕事と生活の調和推進企
業」に認定されていること
④日本健康会議から「健康経営優良法人認定制度」に基づく認定を受けていること
⑤次のいずれかの事業継続計画（以下「BCP」という）を策定していること
　ア　中小企業庁が公開している「中小企業BCP策定運用指針」に準じたもの。
　　　ただし、同指針のうち、対象は基本、中級、上級コースとする（入門コースは対象外）。
　イ　兵庫県中小企業団体中央会が策定を支援し、推薦するBCP
　ウ　「国土強靱化貢献団体の認証に関するガイドライン」（内閣官房）に基づく「国土強靱化貢献団

体の認証（レジリエンス認証）」を取得したBCP

資 金 使 途 運転資金および設備資金

保証限度額 2億8,000万円（組合の場合4億8,000万円）
（注）一般の普通保険（2億円（組合4億円））および無担保保険（8,000万円）の範囲内とします。

保 証 期 間 10年以内（うち据置期間1年以内）

貸 付 形 式 証書貸付または手形貸付

返 済 方 法 元金均等分割返済または一括返済
（一括返済は、保証期間1年以内の場合に限ります）

貸 付 利 率 金融機関所定利率

担 保 必要に応じて提供していただきます。

連帯保証人 原則として、法人の代表者を除き不要

保 証 料 率

経営状況に応じて決定（下表参照）

（注）会計処理に関する割引の適用が可能です。
保 証 割 合 責任共有制度対象

必 要 書 類

対象となる方①：技術・経営力評価報告書（写し） ※評価報告書の発行日から1年以内のもの
対象となる方②：�ひょうごオンリーワン企業等認定・支援事業（オンリーワンを目指す企業）の認定書

（審査結果通知書）（写し） ※2019年度中に発行されたもの
対象となる方③：�ひょうご仕事と生活の調和推進企業の認定証（写し）※認定証の発行日から3年以

内のもの
対象となる方④：�健康経営優良法人の認定証（写し）※2018年度中もしくは2019年度中に発行され

たもの
対象となる方⑤：◦事業継続計画書（写し）

◦�自己診断チェックリスト（兵庫県中小企業団体中央会推薦ＢＣＰおよびレジリエンス
認証BCPの場合は不要）
◦推薦書（兵庫県中小企業団体中央会推薦ＢＣＰの場合）
◦レジリエンス認証・登録証（写し）（レジリエンス認証BCPの場合）

そ の 他
注 意 事 項

①兵庫県融資制度の利用が可能です（別に保証料率割引を適用する融資制度を除く）。
②既存の「スター」のみ借換が可能です。

※上表は制度の概要であり、詳細は当協会の担当部署へお問い合わせください（担当部署についてはホームページをご覧ください）。

　技術・経営力発展保証「スター」は、技術力、経営力が評価される中小企業・小規模事業者の皆さまの保証料率
を軽減し、更なる事業の発展を支援する保証です。ご好評につき、対象者を追加の上、取扱期間を2020年3月31
日まで延長しました。この機会にぜひご活用ください。

保証料率区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

責任共有
保証料率

貸借対照表あり 1.70％ 1.50％ 1.30％ 1.10％ 0.92％ 0.77％ 0.61％ 0.45％ 0.31％

貸借対照表なし 0.92％
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さて、何からどう始めればよいものか…

理などで回収された不要物を中古品として海外に輸
出する事業を立ち上げるに当たり、現地の事情に精通
している外国人を雇用し、新たな事業の開拓につなげ
るなど、人手不足に悩む運輸業の課題を改善すること
ができました。
　三つ目は、旅のよろこび株式会社（資本金：980万
円／従業員数：5名／熊本県）。同社は、高齢や障が
いのために多くの人々があきらめていた旅の〝よろこ
び″を提供するユニバーサルデザイン・ツアーを企画・
運営しています。これにより、潜在的な顧客の掘り起こ
し、新規顧客の開拓につながりました。また、従業員や
ボランティア介助スタッフにも、働く〝よろこび″や人権的
視点での〝気づき″をもたらし、人材育成にもつながる
好循環を生んだのです。
　これから企業活動に人権的視点を取り入れるに当
たっては、まず先述のような他社の事例を参考にし、さ
まざまな側面から考え、テーマを明確にすることで取組
みの端緒が見えてくると考えられます。また、自社の規
模や業種、業態、地域性などに即した体制や、本業を
生かした無理のない取組みを考えてみてはいかがでし
ょう。そして、経営者や幹部を巻き込んだ働きかけを行
い、企業活動のあらゆる要素に人権的視点を取り入れ
ていくと良いかもしれません。
　企業活動に人権的視点を取り入れることにより、企
業の社会的評価・信頼性が上がるとともに、従業員の
意識向上、職場の活性化、働きやすい職場環境の構
築、優秀な人材の確保、法令遵守、取引先の拡大、そ
して収益の増加など、多くのメリットが生まれるのです。

　現在、多くの企業がCSR（Corporate Social 
Responsibility＝企業の社会的責任）活動を展開して
います。ウェブ上でざっと検索しただけでも非常に多く
の情報が入手でき、特に大企業の事例が目立ちます。
　その取組み内容はさまざまで、女性活躍推進、高齢
者や障がいのある人の雇用、外国人雇用、ワーク・ライ
フ・バランスの推進、地域社会への貢献、災害復興支
援、ユニバーサルデザインに関する取組みなど多岐に
わたります。
　しかし、「大企業は資金も人も豊富で専門部署もあ
るからできるけど、規模の小さなウチの会社ではとても
手が回らない…」と思われる方も多いと思います。
　ここで、いわゆる中小企業におけるCSR、特に人権
に関連する取組みの事例をご紹介します。
　一つ目は、障がいのある人の雇用を進める京丸園
株式会社（資本金：800万円／従業員数：62名（うち
20名が障がいのある人）／静岡県）。同社では、障が
いの特性に合わせて作業工程を一から見直すなどの
作業の標準化を進め、「ユニバーサル農業」を実現し
ます。また、障がいのある人の雇用をきっかけに、全従
業員が互いに支え合い、協力し合う環境が生まれまし
た。そして、生産効率の向上、経費の節減、収益の増
加へとつながりました。
　二つ目は、大橋運輸株式会社（資本金：3,000万
円／従業員数：101名／愛知県）。同社は、障がいの
ある人だけではなく、女性や高齢者、外国人、LGBTを
はじめとする性的少数者などの多様な人材を生かすダ
イバーシティ経営を実践しています。なかでも、遺品整

公益財団法人 人権教育啓発推進センター統括部長　野中 寿彦

公益財団法人 人権教育啓発推進センター
〒105-0012　東京都港区芝大門2-10-12

03-5777-1802 　 03-5777-1803

企業と人権

●企業におけるCSR・人権に関する取組み事例ビデオ
http://www.jinken.or.jp/information/jigyou/event/seminar#video2

●中小企業庁「人権啓発支援事業に係るパンフレット」
※「6．セミナー概要パンフレット」を参照
https://www.chusho.meti.go.jp/soudan/jinken_pamf/index.htm

※各社の資本金及び従業員数は、事例ビデオ制作当時のもの
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ＴＫＣ近畿兵庫会　神戸中央支部・税理士　宮﨑敦史

T a x & L a w 経営に関するアドバイスをご紹介します。

参照：「Q＆A　改正消費税　税率アップ・軽減税率への実務対応」TKC出版

※Tax&Lawの最新記事およびバックナンバーを当センターのHP（http://web.hyogo-iic.ne.jp/johoteikyo/taxlaw）に掲載しています

2019年10月からの消費税改正点
　今年10月より執行が予想される消費税の改正点について説明していきたいと思います。
1．経過措置
　消費税率引き上げ後でも旧税率が適用される「経過措置」は、駆け込み需要の緩和や税率引き上げ前後の混
乱を防ぐために設けられました。税率引き上げの施行日の半年前を指定日といい、指定日（2019年4月1日）前に契
約した工事の請負契約等には旧税率が適用されます。

【経過措置で適用される消費税率】
①旅客運賃等	 内容	 2014年4月1日～2019年9月30日までに購入
	 適用税率	 2019年10月1日以後乗車分について8％の税率
②工事の請負等	 内容	 2013年10月1日～2019年3月31日までに契約
	 適用税率	 2019年10月1日以後引き渡し分について8％の税率
③通信販売等	 内容	 2019年4月1日前に販売価格等の条件を提示し、
	 	 2019年10月1日前に購入の申し込み
	 適用税率	 2019年10月1日以後引き渡し分について8％の税率
④資産の貸し付け	 内容	 2019年9月30日以前貸し付け分
	 適用税率	 2019年10月1日以後の貸し付けについて8％

2．軽減税率の対象となる品目と税率
　軽減税率の対象となるのは、次の2品目です。軽減税率は8％とされます(国税6.24％、地方税1.76％)。
①酒類および外食を除く「飲食料品」
②定期購読契約が締結された週2回以上発行される「新聞」

3．事務処理の変更、インボイス方式の導入
　複数税率制度の下において適正な課税を確保する観点から、2023年10月に「インボイス方式（適格請求書等
保存方式）」が導入されます。事業者への事務負担等を考慮し、それまでの間は簡素な方法として「区分記載請求
書等保存方式」が導入されます。

改正消費税 ―税率アップ・軽減税率への実務対応―

税　率 指定日（施行日の半年前） 施行日
8％ 2013年10月1日 2014年4月1日
10％ 2019年4月1日 2019年10月1日



JUMP10

一貫体制を整え顧客を拡大
景気の谷への準備も怠らず
地域になくてはならない企業へ

精
密
機
械
加
工
部
品

株
式
会
社
土
居
工
作
所

　立体図面を設計する「CAD/CAM」、
5軸加工機をはじめとする「複合機械」、
工作機械に部材を送り出す「自動給材
機」、さらには「精密検査機器」までそろ
えるなど、精密機械部品加工を一貫して
効率よく行える強みを生かし、着実に業
績を伸ばしています。
　代表取締役の小田垣智哉社長が、末
期がんを患っていた創業者の祖父に呼
び寄せられ豊岡に戻ったのが2003年の
こと。「月収40万円の言葉につられたの
ですが、実際は月商40万円でした」と苦
笑しながら当時のことを振り返ります。それ
からがむしゃらに働き、1年で年商2,000
万円に。アルバイトに頼る現場から正社
員雇用を進め、成長軌道に乗った矢先、
リーマン・ショックに見舞われました。
　産業装置に偏った顧客の業種構成を
見直そうと、毎年のようにひょうご産業活
性化センター主催の商談会に参加。名
刺交換した企業に翌日アポを申し込む積
極性が功を奏し、3社だった主要取引先
は9社にまで増え、薬剤を扱う装置や、多
関節ロボットなどの「医療・ロボット」関連、

電車車両部品やエレベーター向けなどの
「公共・建築」関連へと業種の幅も広が
り、リスク分散できる体制も整いつつあり
ます。
　2003年当時は3人だった従業員を16
人に、2,000万円だった売り上げを2億円
にまで成長させた小田垣社長の次の目
標は「2024年に従業員21人、売り上げ
3億円」です。ただ、景気の谷への準備も
怠りません。リーマン・ショック時の教訓を
生かし、「半年間仕事が一切なくても会
社を維持できるようキャッシュを厚くする」
一方で、新たに多関節ロボットを導入し、
単純作業の自動化を進めています。「景
気の谷を抜け、競合が淘汰された後に
鍵となるのが人材」と考え、人材確保に
注力する戦略も練っています。
　2年前に2,800坪の本社工場用地を
出石町に確保し、日高町から移転。「1坪
5,000円で土地を手に入れられるのが
地方立地の強み」と語る小田垣社長。
地域での雇用を増やし、活性化に貢献
する「地域になくてはならない企業」を目
指しています。

成長期待企業
イチオシ！

中小企業支援ネットひょうごは成長性を見
込んだ企業を「成長期待企業」として選定
し、複合的な支援を実施。頑張る企業が誇
る製品を紹介します。

の

「成長期待企業のイチオシ！」で取材した土居工作所
の小田垣社長は、長期的な視野で攻守を固め、次の
谷を乗り越えた先にあるビジネスチャンスをしっかりと
見据えていることが印象的でした。

編集後記

株式会社土居工作所／所在地：豊岡市出石町安良3-18／代表取締役：小田垣智哉
事業内容：精密機械部品加工

0796-34-8030／ https://doi-tec.com/

◎株式会社土居工作所の
　精密機械加工部品

同社が手掛ける精密機械加工部品CAD/CAMと連動した5軸加工機

2019年8月号 令和元年7月30日発行
発行人：赤木正明　編集人：政辻孝克

発行所 公益財団法人ひょうご産業活性化センター
神戸市中央区東川崎町1-8-4
神戸市産業振興センター1階・2階・7階

078-977-9070（代）　 https://web.hyogo-iic.ne.jp/

ひょうご産業活性化センター通信
明日へ飛躍する企業をサポート
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